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研究成果の概要（和文）：2020-2023研究年度に実施した主な研究のテーマはa)オンライン交流における異文化
間コミュニケーション能力、b)文化遺産の内容を用いた学習モデル、c)文化遺産の内容を用いたポートフォリオ
作成の3つであった。基づいた概念は異文化間コミュニケーション能力、多様式、文化遺産の3つ。学習の焦点は
文化遺産の概念にあり、自分自身の文化遺産についての知識と意識から出発し、それを目標言語の知識と意識に
繋げられるよう学生たちを指導することである。文化遺産に関してはA1レベルとA2レベル向けを合わせた内容に
なる可能性があるため、そういった複合的内容を扱えるように学生たちを指導するモデルの使用が必要となる。

研究成果の概要（英文）：During the research period 2020-2023, the three main research topics were 
the following: a)intercultural communicative competence in online exchange, b)models for working 
with cultural heritage contents, c)development of a portfolio with contents of cultural heritage. We
 focused on the design of a theoretical framework to guide students develop portfolios with contents
 of cultural heritage, based on three concepts: intercultural communicative competence, 
multimodality, and cultural heritage. The focal point of the work is on the concept of cultural 
heritage. The underpinning notion related to cultural phenomena is to guide students to start from 
the knowledge and the awareness of their own cultural heritage and then contact that of the target 
language. Content of cultural heritage could be complex for levels A1 and A2 thus requires the use 
of models that guide students to handle those complex contents.

研究分野： 外国語教育

キーワード： 異文化コミュニケーション　異文化交流　異文化遺産　ポートフォリオ

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
2020-2023年度に達成した研究には理論と実践の組み合わせが含まれ、その不十分だった点も合わせて、筆者は
これを文化遺産のコンテンツ作成と複合的内容を扱うためのモデルの使用という、2つの観点を持つ多様なポー
トフォリオ作成に向けての重要なステップだと考える。論文とプレゼンテーションによりポートフォリオ作成に
関する研究成果を発表する際、筆者は本研究の主要な概念間で均衡を保つよう努めた。実際、本研究には文化遺
産、異文化間コミュニケーションとアイデンティティといった内容に関する概念と、ポートフォリオ、多様式、
コンテンツを取り扱い作成するための手本としてのモデルといった構造に関する概念が含まれる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究は対面及びオンライン交流でアイデンティティを定義するために学生たちが作成するコ

ンテンツとしての文化遺産に言及するものである。本研究の出発点は 2 つあり、1つは文化遺産

の概念、もう 1つはそれらのコンテンツを取り扱い作成するためのモデルだった。 

外国語授業及び交流への文化・異文化間テーマの導入は1990年代に始まり、クラムシュ（1993）

は教室対話への文化の包含を挑戦と呼んだ。クラムシュ（1993:23-24）によると、文化教育に

はこれまで 2つの方向があった。1 つは文化情報や事実に焦点を合わせるもので、学生を目標

文化のアイデンティティからは遠ざけていた。もう 1 つは目標文化における事象を解釈するた

めの手がかりを学生に与えるものだったが、これはまだ受動的なモデルと言える。クラムシュ

は文化を事実及び意味として、そして学習者と母語話者の意味のやりとりとして見なす第 3 の

方向について述べている。クラムシュ（1993:29）は〝外国語教室において教師と学習者はい

ずれも、文法練習、コミュニケーション活動、テキストについての議論を通じて外国語で行わ

れる文化横断的対話の参加者であり観察者である〟と断言している。 

〝授業における文化〟の広い世界の中で本研究が集中して取り組むのは文化遺産のテーマで

ある。 

文化遺産とは、所有権とは無関係に、常に発展していく価値観、信念、知識、伝統の反映及び

表現と人々が見なす、過去から受け継いだ資源の集合体である。そこには時を経ていく中で

人々と場所の間に生まれる相互作用の結果としての環境の全側面が含まれる（ファロ条約 

2005）。シルパとキリツィ（2012）はフィンランドとキプロスにおける工芸と文化遺産プロジ

ェクトで得た実地体験を報告しており、その主たる目的は欧州で工芸専門家と工芸の教師のネ

ットワークを展開し、一連の養成イベントやプロジェクトを開発し実行することである。コッ

コとディロン（2010）は様々な国籍の女子大学生 15 名の個人体験と集団的価値観に反映され

た工芸、工芸教育、文化遺産の関連を調査した。 

2020 年から 2023 年の間に実施したプロジェクトは、A1 と A2 レベルのスペイン語学習者を

対象に、複合的な考え（文化遺産）を用いて学習し、モデルを使ってそれらを整理して、簡略

なコンテンツを作成することに焦点を当てたため、独創的で価値のあるものとなった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は A1 及び A2 レベル（CEFR）の、外国語としてのスペイン語のための異文化

間コミュニケーション能力（ICC）及び文化遺産の概念に基づく相互作用の交流モデルを開発

することである。主要な論点は A1-A2 レベルのスペイン語学習者が文化・異文化間能力を高

め、言語技能を向上させるためにはどのタイプの交流活動が効果的で実現可能なのかというこ

とである。 

2020 年度に達成した研究は、人間が文化的に建造された人工物（文化財）、概念、活動を物質

世界または他者の活動のための活動に展開するプロセスとしての仲介の概念（ラントルフとソ

ーン、2006）を中心とするオンライン交流での異文化間能力のための理論的枠組み作りに焦点

を当てた。 

2021 年度に達成した研究では、仮想環境の特徴及び語学授業での文化教育のためのモデルにつ

いて議論することにより、オンライン交流における異文化間能力のための理論的枠組みを強化

することに焦点を当てた。 

2022 年度に達成した研究では、文化遺産の概念と、それを異文化間コミュニケーションのモデ



ルと組み合わせるための理論的枠組み作りに焦点を当てた。 

2023 年度に達成した研究では、ストーリーテリングと協同読解という 2つの教育的実践と組み

合わせた異文化間交流のテーマとしての遺産の概念に焦点を当てた。 

 

３．研究の方法 

本研究のためのデータと実例は日本人学生が参加したマドリード・コンプルテンセ大学での 4度

の研修旅行と通常授業、並びに 1度のオンライン交流から取得した。 

文化遺産のコンテンツを作成し整理するよう学生に指導する活動に関して、我々は主に以下の

モデルを使用した。 

(1)オンライン交流で文化財と慣行について説明し発表するための文化財と慣行の五角形（モラ

ン、2001）。文化財を分析するための五角形には文化財、慣行、人々、観点、コミュニティの要

素が含まれる。文化財についてのスピーキングでは、学生は 5 つの主要な論点に従うこととす

る。 

文化財：具体的にはどんなものか？ どこに行けば見つかるか？；慣行：どのように用いるの

か？ どんなときに？；人々：どのような人々がこれを用いるのか？；コミュニティ：どのよう

な集団がこの対象物を用いるのか？；観点：文化においてこの対象物はどんな意味を持つのか？ 

慣行という言葉には習慣、伝統、習俗が含まれ、慣行について話すためにモランは先に述べた五

角形を以下の要素で補完することを提案している。すなわち、行為、運用、筋書き、実演の各要

素である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．文化財と慣行の五角形［出典：モラン（2001） 

『人工物と慣行』p.51 及び『文化的慣行』p.58］ 

 

(2)サーリー（2005）が提唱した遺産サイクルとは、

過去に関与して未来を築き保護するという考え

に基づく文化構造であり、我々はマドリード・コ

ンプルテンセ大学での研修旅行で日本文化を紹

介する際にこれを使用した。このサイクルには楽

しみ、理解し、尊重し、保護するという 4つの要

素がある。最初の行動は文化的要素を楽しむこと

であり、そこからそれを完全に理解したいという

願望が生まれ、理解したとき人々はその文化的要

素を尊重し、1 つの要素を尊重することは人々が

それを守ることにつながる。 
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図 2．遺産サイクル［出典:サーリー

（2005）『未来へ。2005-2010に向けた

我々の戦略』］ 



(3)戦略的協同読解（CSR）はジャネット・クリングナーとシャロン・ヴォーンが 1996 年と 1998

年に開発した手法である。学生自身の文化遺産と目標言語の文化遺産を統合するための手本と

して通常授業で使用した。 

 

４．研究成果 

2020－2023研究年度に筆者は理論的枠組みを構築し、これを活動設計モデルとして文化遺産の

コンテンツを作成しポートフォリオに記入するよう学生を指導した。 

(1)主要な研究テーマは以下の 2 つ。○1言語教育における文化遺産、キーコンセプト：日常性。

○2文化遺産のコンテンツの整理と作成のためのモデル、キーコンセプト：仲介。 

○1トルコ言語協会（バティヤル・カラデニズ、2020）の定義によれば、遺産とは〝ある世代が次

の世代に残すもの〟である。遺産の概念の範囲は広がり、記念碑等に焦点を当てていたのが進化

して、要素や習慣、信念、そして現在の人々の生活を形づくるすべてのものが含まれるようにな

った。UNESCO は遺産を次のように分類している。動産文化遺産（彫刻、絵画、写本）、無形文

化遺産（儀式、口承伝統、芸能）、自然遺産（文化的景観）、有形文化遺産（建造物、史跡、記念

碑）、水中文化遺産（水中遺跡及び都市）、不動文化遺産（遺跡、歴史的都市）。 

文化交流において、遺産の解釈は有用な手法であり、異文化間対話の有益なコンテンツとなりう

る。異文化間会合に参加者を有意義な方法で引き入れるには、文化遺産の解釈が故郷の親しみあ

る環境と結びついた実地体験の意味を補強するものでなければならないという側面を考慮すべ

きである。ゴロンビニ（2020）は日常性の概念を調査し、遺跡は、人々がそれを人間にとって意

味のある場所に変え、日常生活や社会慣行において重要な役割を果たす生活の次元を獲得して

初めて、遺跡として尊重されるとした。ルーヒ（2017）は、文化遺産とは共有の絆を意味し、

人々に彼らが誰でどこからやってきたのか、そしてアイデンティティの自覚についてのさらな

る知識を与えるものであると主張している。本研究では日常生活で経験する文化遺産という観

点から絆を重要視している。 

○2文化的コンテンツを取り扱い、作成するためのモデルには三段階あると我々は見なしている。 

a)文化的無意識についてのエドワード・ホールズの貢献（1973、1976）、b)言語と文化の関係を

体系化し、教室での実践に持ち込んだバイラム(1991)の努力、c)ショールズ(2019)による、ひと

つのまとまりとしての言語と文化の出発点。第一段階では、〝隠された文化〟、隠れた文化と文

脈の役割を強調したい。第二・第三段階の焦点は言語と文化の統合にある。異文化間教育用に設

計された、いくつかのモデルを検討した結果、筆者は先に述べた 3つのモデルを選んだ。特に注

意を払ったのが仲介の概念、古典的観点と CEFR が提唱する新しい見解である。最初のケース

では、学生が目標に向けて文化的に構築された人工物、概念、活動を展開するよう（ラントルフ

とソーン 2006）指導する。2番目のケースでは、学生が社会の仲介者となり、メッセージを運

ぶ橋を架けて聞き手に届けるのを手助けする。いずれのケースも、学生は日本文化と受容者の間

の仲介者であり、状況に応じてメッセージを作成し届けなければならない。 

(2)学生は 3 つの状況で文化遺産のポートフォリオを作成した。すなわちオンライン交流（交流

体験 1 回：温泉、お祭り、花見、日本の習慣）、マドリードでの海外研修（6 回の研修：書道、

日本のゲーム、スポーツ、習慣、折り紙、茶道）、通常授業（1 学期：年齢に関連した儀式と神

話）。 

学生たちの反応によれば、自分自身の文化について研究し発表することは重要であるとわかっ

た、また外国人の仲間と話せて満足し、それによりスペイン文化についての質問をしやすくなっ

て、話す自信がついたという。文化遺産に基づく授業に関して、学生たちは交流と発表でキーワ



ードを使えたと返答した。授業で構造と特定の語彙を習い、文化的内容を用いて文法構造の演習

をするのがより面白くなった。加えてアイデンティティの観点から、活動の内容は自分自身の文

化、日常文化の詳細や側面について考えさせるものだったという。 
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